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研究成果の概要（和文）：多くの伝承・伝説に包まれた世界遺産・厳島は、人間社会の傍らで、

人びとの暮らしとともにあった。無文字時代には、原始的宗教の雰囲気を漂わせながら、サヌ

カイト・安山岩交易の舞台として。有史以後には、佐伯景弘らの創造した伝説を原点に、中世

では信仰と瀬戸内海交通・交易の拠点として、近世では信仰と遊興の町として、近代では軍事

施設をもつ信仰と観光の町としてあった。そして、それぞれの時代に、多くの伝承・伝説が再

生産されていったのである。 
研究成果の概要（英文）： The world heritage site Itsukushima is warped in many 
traditions and has always been closely connected to peoples daily life. While it 
spread an atmosphere of primitive religion in preliterate times, it was also a place 
for trade of sanukite and andesite. In historical times, the legend created by SAEKI 
KAGEHIRO and others became widely known and Itsukushima became a basis for faith and 
trade in the Seto Inland Sea in the middle ages.  In early modern times a town of 
faith as well as pleasure, in modern times a town of tourism and faith that also housed 
some military facilities. And in all periods, many legends and traditions were 
reproduced. 
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 直接経費 間接経費 合 計 
2008 年度 4,300,000 1,290,000 5,590,000 

2009 年度 3,500,000 1,050,000 4,550,000 

2010 年度 3,100,000 930,000 4,030,000 

2011 年度 2,200,000 660,000 2,860,000 

2012 年度 2,000,000 600,000 2,600,000 

総 計 15,100,000 4,530,000 19,630,000 
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１．研究開始当初の背景 
 広島県廿日市市に鎮座する厳島神社は、平
成 8 年（１９９６）世界文化遺産に登録され
たが、その歴史や文化については学問的吟味
をへない、伝承・俗説が平然と語られる状況
であった。この傾向は、その後もマスコミ等
によって増幅されていったが、こうした事態
を憂い、厳島神社と島での営み（以下、この

総体を厳島と略称する）を人間の営みが造り
あげた文化遺産として、歴史的・文化的な価
値を学術的に明らかにして次の世代に引き
つぐために、２００４年、広島大学に「世界
遺産・厳島―内海の歴史と文化プロジェクト
研究センター」（以下、広大厳島センターと
略す）を設立した。 
この研究センターは、人文学の立場から学

問的に厳島神社と厳島を位置づけなおし、世
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界遺産としての価値を高めようとするもの
であり、いわば世界遺産・厳島を神話の世界
から人間の世界に取り戻そうとするもので
ある。このような観点から、「世界遺産・厳
島の総合的研究―伝承性の再検討」という研
究課題で、２００５年度から３カ年の科学研
究費補助金を交付され、その成果のうえにた
ち、それぞれの伝承をふまえて、その時代
性・歴史的意味を検証するために、「世界遺
産・厳島の総合的研究―『伝承・伝説の時代
性』の視点から―」という課題で、科学研究
費の補助を申請したものである。 
 
２．研究の目的 
交付をうけた研究課題は、広大厳島センタ

ーの趣旨にそった研究を目的としていたが、
とりわけ、太古から神のみが住む島という神
話や、平清盛によって創建された社殿は不変
のものである、島は神の住む聖地として崇拝
され、近代文明化のなかでも「清浄」の地で
あったという通説の否定を目的とした。 

研究計画調書では、①島南側の発掘調査な
いし発見された考古遺物の分析を進めて、平
安期までの時系列による考古学的な分析を
行うとともに、海上交通の視点や神仏習合の
観点から厳島を位置づける。②平安時代にお
ける厳島神社信仰を、平氏の氏神という視点
ではなく、佐伯氏など厳島周辺勢力の動向を
整理し、清盛時代までの基盤形成の跡を明ら
かにする。③近世和書の整理・翻刻を進める
とともに、厳島御文庫への寄贈者についての
調査・データ整理を行う。④建築物のデータ
を整理して、その全体像から文化財学的な考
察を行うとともに、大願寺文書の調査を進め
て神社建築の面から信仰内容の変遷を考え
る手がかりを得る。さらにおなじく大願寺文
書の分析から、近世における厳島神社の神仏
分離への動きを考察する。⑤大正・昭和期「芸
備日々新聞」の厳島関連記事について収集を
進め、文明化と接触したのちの姿を分析して
いくことを、課題に設定した。 
また申請時に、それまで非公開の厳島神社

棚守野坂家（現宮司家）の文書調査（宮島町
史編纂時に撮影されていた近世期写真史料
の閲覧）が許可されたため、この神社関係文
書群（以下、宮司家文書と略す）の解読・分
析などを⑥点目の課題に掲げていた。 

もちろん、上記６点以外にも、参加してい
る研究分担者の問題関心にしたがって、厳島
をさまざまな切り口から学問的に分析する
ことが前提であったことはいうまでもない。 

 
３．研究の方法 
 本研究課題は、人文学の諸学問から、厳島
を検討するというものであるから、その方法
論は、直接厳島にかかわる史料・資料の収集
やその解読・分析のならず、厳島にかかわる

諸事象をとりあげ、これを他の神社や人間集
団のそれぞれと対比することによって、厳島
の特異性をうかびあがらせる研究方法もお
おいに意義あるものといえよう。したがって
一見、関連が薄いようにみえる事象の分析に
あたっても、研究メンバーには、「伝承・伝
説の時代性」を考えるという問題意識をもち
ながら、それぞれの学問的営為を実践するこ
とがもとめられる。 
 以上の立脚点にたち、先述６点の課題とそ
の他の課題を追究するために、研究計画調書
の研究計画・目的に記したように、研究代表
者・分担者をⓐ「古代・中世の遺跡・遺物と
伝承検討」担当、ⓑ「近世～現代の建築・観
光と伝承検討」担当、ⓒ「近世文芸・口承文
学と伝承検討」担当の３グループに編成し、
①②の課題をⓐグループ、③とその他の課題
をⓒグループ、④⑤の課題をⓑグループ、⑥
の課題を全体で担う体制で、研究を推進した。 

ⓐグループ担当部分については、発掘調査
候補地の精査をすすめるとともに、厳島の遺
跡を、一定の時系列のもとで、他の島嶼部に
おける祭祀遺跡や一般遺跡と比較する作業
を進捗させる一方、平安・鎌倉・室町時代の
文献史料を博捜するとともに、『広島県史古

代中世資料編Ⅱ・Ⅲ（厳島文書編）・Ⅳ（県内文

書編）』など関係史料を載録する史料集のデ
ータベースを整備して研究環境を整えた。ま
た、課題⑥についても、許可された範囲内の
史料について、確認と筆記複写をすませた。 

しかしその一方で、申請時に調査候補地と
していた一帯の精査の結果、発掘調査による
成果があまり期待できないことが判明した。
しかも厳島全体が、文化財や景観等の保存・
保護にかかわる様々な法の規制下にあり、他
の有力候補地の調査にはクリアすべき課題
が多すぎると判断し、山岳部域での遺跡分布
の踏査、瀬戸内海や他海域島嶼部での祭祀遺
跡・一般遺跡との比較を重視する方向へ転換
せざるをえなくなった。後者に関しては、広
島県（厳島･走島･宇治島･袴島･仙酔島･斎島･
尾久比島）、岡山県（大飛島･小飛島･高島･
六島）、香川県（広島･本島･伊吹島）、愛媛県
（魚島･高井神島）等における島嶼部祭祀遺
跡の確認、表面採集を継続的に実施し、その
成果を『広島大学考古学研究室紀要』等の専
門誌に掲載した。また、舞鶴市における古墳
時代祭祀遺跡である千歳下遺跡出土遺物の
整理作業とその関連資料の見学･情報収集を
継続し、成果を前記『考古学研究室紀要』に
掲載した。 

また、ⓒグループ担当の課題③についても 
寄贈者の大枠しか把握しえなかった。これは 
対象となる御文庫所蔵典籍が、われわれの悉
皆調査後に宝物館へ移管されて、出納に制約
が生じ、大がかりな調査が実施できなくなっ
たためである。このため周辺の図書館や資料



館に所蔵される厳島関係の古典籍の調査に
重点を移さざるをえなかった。 
ⓑグループ担当の課題④については、大願

寺文書の調査を継続する一方、日吉大社など
厳島神社と同等の社格・歴史を有する有力神
社の現地調査を実施、社殿建築・社頭景観等
の分析を行って、本殿形式の分類や有力神社
の本殿の内部構造に関する、新たな知見をえ
るとともに、厳島神社の特殊な本殿形式の起
源と、それに対する従来の俗説の評価を検討
した。また神仏分離への動きについては、前
後の史料、とりわけ近代の廃仏毀釈との関連
性をもとめ、宮司家文書に調査の枠を拡げた。 

課題⑤についても、着実に進行させ、大正
１４年（１９２５）の厳島関連記事まで復刻
作業を行った。 
研究計画調書にかかげた課題以外にも、弥

山への登山者にアンケート調査を実施し、エ
コツーリズムについての考え方を調べたり、
厳島への観光者を対象に日本語、中国語、韓
国語、英語でアンケートを行い、厳島につい
て期待する情報や、来島の契機・期待などに
ついて調査した。また、大願寺所蔵の仏像・
工芸品等について調査を行い、とくに梵鐘に
ついては和鐘、韓国鐘など他の類例を照合し
ながら、梵鐘の意匠等を詳細に検討した。 

近代文学に関しては、厳島における軍事施
設の存在から、文芸思潮上で厳島の近代を考え
る視点を確立して、地方新聞の連載小説などに
資料博捜の範囲を拡げるとともに、厳島を舞台
とした現代文学作品の大まかなリストを作
成し、これにそって国会図書館や吉川英治記
念館などで調査を行った。 

以上のように、３グループにわかれて、そ
れぞれの課題を追究してきたが、各年度の中
間と年度末には、関連遺跡や施設などについ
て合同の調査や、課題を集約して伝承・伝説
の時代性について議論する場としての合同
研究会を設定して、課題の共有化を試みた。 
またそのあいまには、研究の成果を確認しつ
つ、研究の内容を一般市民に公開するととも
に、市民や厳島関係の諸活動にとりくむ方が
たから、研究の方向についてのサジェスチョ
ンをいただくことを目的に季例会などを開
催、課題・関心の持続をはかった。 
 
４．研究成果 
 ここでは、学問分野毎に研究成果をとりま
とめたうえで、その成果にもとづいて厳島に
かかわる「伝承・伝説の時代性」についてと
りまとめることとしたい。 

考古学分野では、３つのテーマについて、
一定の成果をあげることができた。厳島本体
の考古学的検討では、弥山にいたる中腹地
(標高３５０ｍ)で磐座遺跡を新たに発見し、
遺跡表面を精査したところ、６世紀末葉の須
恵器、鉄鏃などを検出した。厳島神社の創建

が推古元年(５９３)とされるだけに、興味深
い事実を確認できた。古墳時代以来、厳島に
おいて祭祀活動が行われてきたことが考古
資料から明らかになってきたといえる。 
古墳時代から奈良時代にいたる、海浜･島

嶼の祭祀遺跡の性格を把握するための調
査・研究では、前述の舞鶴市千歳下遺跡等の
あり方から、古墳時代の日本海沿岸の祭祀遺
跡が瀬戸内地域の祭祀遺跡よりも早くに出
現し、５世紀にいたって瀬戸内地域の祭祀遺
跡にとって代わる状況から、大和佐紀政権か
ら河内百舌鳥･古市政権へとその対外的交渉
における航海活動（航海コース）の変化を読
み取った。平成２４年度には、この一連の研
究成果を、広島大学公開講座「歴史のなかの
瀬戸の海」において、「瀬戸内海における古
墳時代の祭祀遺跡をさぐる」において発表し、
社会教育活動にも貢献することができた。 
第３点は、厳島で検出された縄文時代から

弥生時代にいたる石器の石材産出地の特定
についてである。この点については、本科研
に先行して採択された平成１７〜１９年度
科研からの課題であった。島の北西部にある
大川浦遺跡の縄文時代石器類の調査研究の
結果、香川産サヌカイト利用と推定される石
器類が認められ、当時すでに瀬戸内の内海交
通も発達し、物資の活発な流通が存在してい
たことを示すものとして注目された。厳島は、
瀬戸内西部の広島湾岸に位置するが、東西に
長い瀬戸内の先史時代に遡る内海交通、物資
流通の形成を検討するにあたっては、サヌカ
イト・安山岩産出地は瀬戸内地域に点在して
おり、そうした産出地の石材利用も問題とな
る。たとえば山口県にもサヌカイト・安山岩
産出地は存在し、瀬戸内西部については、そ
うした石材の利用の検討も必要であったか
らである。 
そのため、今回の科研では、厳島および瀬

戸内の島嶼部の考古学的踏査とともに、瀬戸
内のサヌカイト・安山岩産出地について、こ
れまであまり考古学的な内容が明らかでな
かった産地を中心に踏査を実施した。この踏
査については、『内海文化研究紀要』に調査
研究成果を発表したが、瀬戸内のサヌカイ
ト・安山岩産出地の様相についての資料がえ
られ、厳島をはじめ瀬戸内の内海交通、物資
流通の形成過程の検討に貢献できる成果と
なった。 
 日本史学分野の古代史関係では、六国史や
古記録、厳島関係文書などをもとに、厳島神
社が一宮として確立するまでの過程と、その
後の平氏政権との結合のありかた、そこにお
ける厳島佐伯一族の動向などについて検討
した。とりわけ、考古学分野の成果として 6
世紀代に遡及できる祭祀遺構が島内に確認
できたことによって、佐伯鞍職の創建という
問題が現実味をおびてきたととらえること



も可能であるが、その祭祀遺跡の立地や奈
良・平安時代の遺物散在状況などを考えると、
これは原始的山岳信仰の流れで検討する必
要があり、佐伯鞍職云々は、後世とりわけ佐
伯景弘時代の述作的要素が高いのではない
かという視点から検討した。 

厳島の史料上の初見である弘仁２年（８１
１）年の速谷神との併記の意味から出発し、
貞観期における宗像神との融合、さらに大神
宝授受の過程をへながら、一宮的社格が確立
すること、その過程で安芸中北部に勢力を有
する凡氏系安芸国造に対抗して、佐伯国造を
主張しはじめたこと、国衙官人としての地位
を確立する一方その政治力をもとに厳島神
社領荘園の獲得・展開にのりだしていったこ
と、平氏時代には、清盛一族と密接な関係を
とりむすぶだけでなく、景弘子弟は朝廷の中
下級官人としての地位を確保して、国家的機
構のなかで二十二社に匹敵する厳島神社の
格を確立していたことなどを検証し、平氏滅
亡後も、佐伯氏が安芸国のなかで影響力を維
持し、厳島社領荘園等が没官領とされないよ
うな体制の構築に努めていたことなどの見
通しをえた。この視点から史料の再吟味をか
さね、学術論文として成文化を図っている。 
中世史関係では、山口県文書館など歴史資

料保存機関において厳島関係史料を検索し、
閲覧・写真撮影を行った。その結果、山口県
文書館に寄託された古文書（「山野井家文書」
「五国証文」など）のなかに、厳島関係史料
が原文書もしくは写しの形でのこされてい
ることが判明した。また、かつて『宮島町史』
編纂のため撮影された宮司家文書のなかに
『広島県史 古代中世資料編Ⅱ・Ⅲ』（厳島文
書編）などには未収録の中世資料が混入して
いることが判明したため、これらについても
複写・翻刻の作業を行った。このような厳島
関係中世史料の掘りおこしをもとに、戦国・
豊臣期における厳島社の社内機構の史的変
遷と島内外所領の権利関係、厳島を取りまく
経済環境、さらには銀の地域浸透の実態につ
いて確認することができた。これらの研究成
果は、すでに一部は既発表の論考で利用した
が、今後より精緻に検討・考証をすすめ、学
術論文として順次公表していく予定である。 
 近世江戸時代の厳島棚守・野坂家文書や、
宮司家文書の筆写・翻刻につとめるとともに、
大願寺文書などの整理をもとに、幕藩体制下
への編入にさいして、厳島神社の中世領主的
権益が削減されていく過程を検証するとと
もに、近世厳島神社（大聖院・大願寺を含む）
の財政収支構造について分析し、藩から給付
される社米のみならず、広島藩士や諸国大名
などとの師檀関係にもとづく御師役として
の収入や、師檀関係にない大名等からの祈
祷・宿舎提供その他にかかわる拝領銀などに
も依存せざるをえない窮屈な状態にあった

ことを明らかにし、座主・棚守などの上層部
は兎も角として、近世後期には社家中・諸寺
院などの財政はかなり逼迫していった実態
を明らかにした。 
また山口県文書館等の史料調査によって、

江戸時代の他国商人や僧侶などが、厳島社に
参詣しての感想や、厳島のなかで歌舞伎見物
や茶屋などでの遊興にすごす様子を記した
新史料の翻刻・紹介などにつとめた。 
近代の厳島については、明治～大正期の

『芸備日日新聞』の記事を復刻する作業をと
おして、次のような知見をえることができた。
①幕末までにすでに実質上観光地化してい
た厳島は、明治期になると、多数の外国人客
の来島により国際化しはじめた。②厳島の国
際化にともなって、それまで「清浄の島」伝
説で彩られていた同島が、文明の視線にさら
されることとなり、コレラ・チフスの流入に
よって「不潔」という言説が語られることと
なる。③国際化・観光化は大正期に洋風ホテ
ルやロープウェイ建設をもたらし、とくにロ
ープウェイ建設は「神の島」の自然保護との
抵触が議論されるようになるとともに、伝
承・伝説の再構築がめざされた可能性も大き
いといえよう。 
日本文学関係では、日本古典文学研究の立

場から、厳島内外に伝存する和漢の古典籍に
ついて書誌学的研究を行った。前述の宮司家
文書の調査は、神社伝存の和歌・連歌等の文
芸資料の実態が把握でき、今後の研究に大き
な指針をえた。また、野坂家伝来の古典籍資
料について、宮島歴史民俗資料館への移管時
に作成された書目リストによって、その大綱
を確認することができた。さらに、江戸時代
以後の連歌関係資料の所在を確認できたこ
とも、当該期の信仰や文化活動を確認するう
えで有益な一歩であった。 

個別の研究では、中世に作られた『厳島縁
起』の諸本調査を行った。そのなかで、これ
まで未紹介だった広島大学図書館蔵『厳島の
由来』、徳江元正氏蔵『厳嶋之御本地』、岩国
市中央図書館蔵『厳嶋大明神御縁記』、妹尾
架蔵『厳嶋大明神縁記』の４本を全文翻刻で
きたことは、今後の本文・伝来系統の解明に
資するところ大と考える。 
また近世文学関係では、広島藩主浅野綱

長・吉長の２代に仕えた藩儒寺田臨川が、自
分の主要業績を数度にわたって厳島神社に
奉納したことから、臨川の事蹟を明らかにす
ることで近世中期の文化拠点としての厳島
を再考する契機となると考え、現時点で追跡
可能な伝記的事実を年譜の形でまとめると
ともに、広島藩の学芸全体から見た臨川の位
置づけを試みた。特に、府中町在住の子孫宅
に伝存する基本資料の調査を許されたこと
は、今後の研究の基盤整備という点で非常に
有意義であった。他に、『懐珍厳島記』や滑



稽本『宮島土産』の諸本調査、広島や厳島を
活動の拠点とした国学者近藤芳樹関連の資
料調査も一定の成果があった。 
 さらに日本近現代文学研究の立場から、厳
島を舞台や素材にした近現代文学の作品を
調査し、近現代史の中で厳島が影響を与えた
文芸について検討を行った。具体的には、厳
島を扱った大河ドラマの原作本とノベライ
ズ本（吉川英治「新平家物語」、藤本有紀「平
清盛」）における厳島や瀬戸内海の表象につ
いての整理と分析を進めた。また今日世界遺
産として表象される厳島が、日露戦争前後に
は軍都広島を防衛する要塞の役割を果たし
ていたことを検証した。 
 なお社会言語学研究の立場から、宮島の言
語景観について研究し、案内表示等に使われ
ている言語（日本語、英語、中国語、韓国語）
の使用状況を分析した。また、民俗学者宮本
常一の事跡研究にも従事してシンポジウム
を開催、宮本常一の写真のなかから特に広島
県に関連するものを取りあげて展示した。シ
ンポジウムでは、厳島を中心とした観光のあ
り方について議論した。 

文化財学分野では①厳島神社の海上社殿
の起源についての定説（なかば伝承と化して
いる）を再検討した。従来の定説では、厳島
自体を神体山とし、神体の上を避けるため、
かつ神体山を拝むために本殿に先んじて海
上に拝殿が創建され、その拝殿がのちに本殿
に変化したとされていた。また、１３世紀末
までは厳島は無人島であり、１４世紀になっ
てから社人や社僧が島内に来住したとされ
ていた。それに対して、厳島神社の古文書・
伝承・地形や本殿形式と拝殿の起源を検討し、
また他社における神体山伝承（御上神社・御
神神社・浅間神社など）の再検証、本殿への
神の降臨の伝承（貫前神社・籠神社）の検討
を行い、それらを総合して、そうした定説は
根拠のないものとして完全に否定されるべ
きものと結論づけた。 

すなわち厳島神社の本殿は、創建当初から
現在地にあったが、そこは元来陸地であり、
仁安元年（１１６６）までに平清盛が人造の
海となして海上社殿を創建したとする。その
成果はとりあえず、一般教養書として出版公
開した。また②厳島神社所蔵の国宝密教法具
に関する調査を行い、制作年代について、平
安時代に遡るものという従来の定説に対し
て、様式等から鎌倉時代前半期のものと結論
づけた。 

以上、それぞれの分野からさまざまな視点
で厳島の実像にアプローチした成果を述べ
てきたが、総体として我々が確認できたこと
は、多くの伝承・伝説に包まれた世界遺産・
厳島は、人間社会の傍らで、人びとの暮らし
とともにあったということである。伝承・伝
説を創造する主体が人間であるから、それは

当然のことであるが、荘厳・静粛を旨とし俗
世を否定する宗教的聖地というよりは、俗世
のなりわいを前提にして、その周辺に神を模
索するという視点のほうが、厳島の実像にせ
まりうるのではないかと考えるのである。 
 古墳時代以前の文字のない時代には、アニ
ミズム的要素にみちた宗教者の跳梁を山岳
部にみながらも、漁猟・採集・農業等の生業
に励んだ人びとの、サヌカイト・安山岩交易
のひとつの舞台として厳島は認識されてい
たのではなかろうか。 
文字史料に厳島が登場して以後は、安芸国

南部から北部、さらには瀬戸内海一帯の人び
との信仰をうけながら、社殿が整備されてい
き、平家と結合した佐伯景弘らの尽力によっ
て現在の厳島神社の原像が確立したのであ
ろう。その社殿・社格の整備の過程で、景弘
ら中世初期の人びとらによって伝承・伝説が
産みだされ、その後も室町期の厳島縁起のよ
うに増幅されていったと考える。その変化の
なかで、厳島は周防灘と豊後灘を経由し畿内
に結節する瀬戸内海交通・交易の拠点として、
中世の人びとに意識されていたといえよう。 
また地域分権の時代をへて形成された近

世・江戸時代には、瀬戸内海交通の要衝であ
るとともに広島藩の遊興・観光の町としての
側面がつよまり、近代では先述の地勢的要因
から軍事施設が整備される一方、神社参拝に
ともなう観光の町にふさわしい摸索がなさ
れていったのである。その摸索や工夫は、現
在でもさまざまな形で実践されているが、そ
の原点には旅行者のニーズや趣向を理解す
る必要がある。この点でも観光地理学の視点
から、多くの提言をすることができた。 
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